
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、検討委員会が検討結果としてまとめた整備基本計画等に係る各種経過報告と、今後の

整備基本計画策定に向けた市の考え方について、意見交換を行いました。 

 

〇（仮称）津市久居ホール整備基本計画（検討結果）の結果報告について 
 

前回、2月10日の第9回検討委員会において、これまでの委員会の協議結果として集約した検討

結果を、2月24日開催の津市議会総務財政委員会協議会で説明し、その後のパブリックコメント

を実施した結果、３５件の意見があり、この意見に対して回答したことと、これによる検討結果

の内容が変わらなかったことの報告がありました。また、3月末日を期限としていたアンケート

について、最終的な報告があり、回答結果の傾向として前回と変わらないことも報告されました。 

今後、この検討結果を基に基本

計画を策定し、整備を進めていく

ことが説明されましたが、今回、

基本計画に定められなかったホー

ル規模等施設概要や企画運営のし

くみなどについては、データ収集

と分析調査を進め、ハード、ソフ

トの両面から劇場等の専門家によ

り構成を予定する有識者委員会に

より検討し、地域の皆さんと話し

合いや意見受付窓口を開設して、

広く意見を伺い、進めることが説

明されました。 
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検討委員会の様子 



 

〇この１年を振り返ったご意見 
 

 

●ホールの設計ひとつにしても席数や付属設備、各種団体からの意見等、来年も相当のやり取りが必要。 

●音楽関係に関わっているが、ホールを早く建ててほしいという意見を聞く。 

●学校や子どもの育成をしっかり考えて進めていただきたい。 

●もっとワクワクするような話合いがしたかった。人を育てる目線で次の計画につなげてほしい。 

●できるだけ早く作ってほしいが、中途半端なものにならないか非常に危惧している。 

●市展を盛り上げる事も文化の創造のひとつなので、ギャラリーも一般的なものと捉えてほしくない。

●人口が減る中で、利用頻度が少ないと意味がない。 

●ホールの中身以前の協議からだったので、希望しているホールが果たして建てられるのか不安。 

●運営を含め携わる人たちが誇りを持てるような、愛情を注げるようなホールでないと続かない。 

●市民の憩いの場として使いやすい施設建設と、多くの人が楽しめる企画を考えてほしい。 
 

  

●グループワークを行い、真剣に考え議論する時間があったことは、

真面目な議論がなされたと思う。ただ委員の構成上、貸館を利用す

る活動に主体をおき、また、ホールの規模を議論の中心に据えてし

まった。市民が多目的に集う場所とするのが、劇場法に基づく新時

代の劇場の要件である。ホールと共存できるホール以外の空間（ギ

ャラリー的な場所、創作する場所、発表する場所など）で市民が日

常的に集まれる場所になっていることが最重要。 

●今回劇場法が出来て初めてのプロジェクトになるが、劇場法対応の部分を具体的に詰めない限り、基

本計画で未整理の部分は決まらない。この検討委員会のように貸館事業を想定される方、市民の方の

意見を聞いているだけでは出てこないこともあるので、どういう人の話を聞くかという部分が大切に

なってくる。劇場法に則って運営している施設のどれもが模索状況であり、他の事例等の収集を含め、

やるべきことが山のようにあり、これからこそが本番で大変になるということを有識者意見としての

発言としたい。 
 

 

●ハード面（座席、ギャラリー、市民窓口等の機能面、広さ）に

ついて何ひとつ決まらず、基本構想の範疇内の基本計画で、消

化不良で申し訳なく思う。また、運営管理の話し合いに手がつ

けられなかったことに悔いが残る。市民も貸館という意識が拭

えず、劇場法の認識が持てない。 

●このホールは駅東等の過去の紆余曲折の経緯があるので、今回、

先の展望がある終わり方が出来て良かった。グループワークを

して、各方面の代表者としての発言だけではなく、具体的な話し合いをし、お互いのことを理解する

ことが出来た。どの立場の人も、仕方がないと納得してくれる結論の出し方をお願いしたい。このホ

ールは、久居の大事な文化の拠点になると同時に、津市の文化全体を引っ張るホールにならざる得な

いため、それにふさわしい中身を願う。 
 

――詳細な会議録については、津市ホームページをご覧ください―― 
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有識委員から 

会長、副会長から 


